
創

立

二
十

周

年

記

念

大

会

記

事

昭
和
三
十

一
年
に
弧

々
の
声

を
あ
げ
た
本
会
も
二
十
歳

の
成
人
と
な
り
､
こ
れ

を
記
念
す
る
大
会
が
東
奥
日
報
社
の
後
援

を
え
て
､
昭
和
五
十

一
年
十
月
三
日
東

奥
日
報
社
弘
前
支
社
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
｡
記
念
大
会
と

い
う

こ

と
で
総
会
後

に
記
念
写
真

の
撮
影
も
行
わ
れ
､
ま
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

｢
弘
前
大
学

国
史
研
究
会
二
十
年

の
歩
み
｣
と
題
す
る
年
譜
も
特
集
さ
れ
た
｡

｢
会
員
名
簿
｣

も
久
し
振
り
に
新
版
が
発
行
さ
れ
た
｡
な
お
'
兼
ね
て
計
画
中
の

r
津
軽
史
事
基

(
名
著
出
版
社
刊
)
も
創
立
二
十
周
年
記
念
出
版
と
し
て
昭
和
五
十
二
年
四
月
に

は
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
｡

二
十
年

の
歩
み
を
顧
み
て

一
層
の
発
展
を
期
す
べ
く
､
会
員
諸
賢

の
ご
研
磨
と

ご
協
力

を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
〕
以
下
に
大
会
の
概
要

を
報
告
す
る
｡

◇研
究
発
表
会

研
究
発
表
は
多
-

の
申
込
者
が
あ

っ
た
が
､
次
の
五
氏
に
お
願
い
し
た
｡
時

◇
間
の
制
約
が
あ
り
､
発
表
者

に
僅
か
十
五
分
ず

っ
と

い
う
枠

を
は
め
た
こ
と
を

お
詫
び
し
た
い
｡

①

｢
安
藤
昌
益
に
つ
い
て
｣
稲
葉
克
夫
氏

(
県
立
浪
岡
高
校
教
諭
)
④

｢
南

部
信
直
書
状

の
研
究
｣
小
笠
原
二
郎
氏

(
青
森
市
文
化
財
審
議
委
員
)
④

｢
弘

前
藩
政
確
立
期
の

一
考
察

-

貞
享
検
地
の
分
析
｣
工
藤
睦
男
氏

(
弘
前
大
学

教
育
学
部
講
師
)
④

｢
近
世
武
士
婚
姻
法
-

-

八
戸
藩
｣
工
藤
祐
童
氏

(
八
戸

工
業
高
等
専
門
学
校
教
授
)
⑨

｢
明
治
期
勧
業
政
策

の
起
点
｣
小
岩
信
竹
氏

(弘
前
大
学
人
文
学
部
助
教
授
)
0

発
表
内
容
は
省
略
す
る
が
､
工
藤
祐
董
氏
は

一
部

を
発
表
さ
れ
た
研
究

を

｢
八
戸
藩
武
士
家
族
法
｣
と
し
て
本
号
に
寄
せ
ら
れ
た
｡
ま
た
､
稲
葉
克
夫
氏

の
発
表

の
論
点
の

一
つ
を
詳
論
し
た
の
が
本
号
所
載
の

｢
安
藤
昌
益
と
橋
本
律

蔵
｣
で
あ
る
｡

な
お
､
小
笠
原
二
郎
氏
は
'
県
立
図
書
館
資
料
課
長
在
任
中

に
接

せ
ら
れ
た

南
部
信
直

の
書
状
四
十
二
通

を
整
理
分
析
さ
れ
た
結
果

を
発
表
さ
れ
た
が
､
本

会
で
の
発
表

の
後
間
も
な
-
十

一
月
二
十
七
日
に
逝
去
さ
れ
た
｡
謹
ん
で
哀
悼

の
意

を
表
す
る
次
第
で
あ
る
｡

総

会

総
会
は
'
会
長
の
挨
拶
に
続

い
て
'
稲
葉
委
員

を
議
長
と
し
て
議
事
が
進

め

ら
れ
､
荒
井
委
員
か
ら
の
庶
務
報
告

･
会
計
報
告

は
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
た
｡

会
則
審
議
で
は
､
事
務
局
か
ら
第
九
条
の
会
費
年
額

｢
三

〇
〇
円
｣

を
昭
和
五

●
●

十
二
年

(暦
年
)
か
ら

｢
五

〇
〇
円
｣
と
す
る
案
お
よ
び

｢
学
生
会
員

は
こ
れ

●
●
●

●

を
免
除
す
る
｣

を

｢
学
部
学
生
会
員
は
こ
れ
を
免
除
す
る
｣
と
改
正
す
る
案

の

二
つ
が
提
案
さ
れ
､
承
認
さ
れ
た
｡
役
員
改
選

は
'
会
長

･
副
会
長
を
留
任
と
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し
､
委
員

･
監
事
は
慣
例
に
よ
っ
て
後
日
会
長
か
ら
委
嘱
す
る
こ
と
と
な

っ
た
0

◇

公
開
講
演
会

午
後
は
､

1
般
市
民
の
来
聴
も
え
て
公
開
講
演
会
が
行
わ
れ
た
｡
本
会
厭
問

･
岡
山
大
学
教
授
宮
崎
道
生
氏
の

｢
北
奥
精
神
史
の

一
約

-

棟
方
志
功
試
論
｣

と
'
愛
知
学
院
大
学
教
捜
森
克
己
氏
の

｢
知
ら
れ
ざ
る
満
州
事
変
｣
の
二
つ
の

講
演
が
あ

っ
て
'
聴
衆
の
耳
を
傾
け
さ
せ
た
｡
な
お
'
宮
崎
教
授
の
講
演
の
内

容
は
'
近
刊
予
定
の
『
青
森
県
の
歴
史
と
文
化

』

(津
軽
書
房
刊
)
に
詳
論
さ

れ
る
筈
で
あ
り
､
森
教
授
の
講
演
内
容
は
『
森
克
己
著
作
集

』
に
詳
し
い
の
で

参
看
さ
れ
た
い
｡

◇

懇

親

会

夕
五
時
か
ら
望
敦
荘
石
川
旅
館
で
三
十
数
名
が
出
席
し
て
懇
親
会
が
開
催
さ

れ
た
｡

村
越
委
員
の
司
会
の
も
と
に
'
森

･
宮
崎
両
教
投
や
青
森
大
学
長
盛
田

稔
氏
を
囲
ん
で
､
近
況
報
告
や
研
究
余
青
が
披
貢
さ
れ
'
和
や
か
な
雰
囲
気

に

終
始
し
た
｡
会
場
は
藩
政
期
の
芝
居
小
屋
茂
森
座
跡
の
向
い
に
あ
り
'
芝
居
宿

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡
随
所
に
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
る
会

場
は
'
そ
の
名
の
通
り
岩
木
山
眺
望
の
高
崖
上
に
あ
り
'
席
上

一
頻
り
話
題
を

提
供
し
て
く
れ
た
こ
と
を
付
記
す
る
｡

(
荒
井
記
)

委

員

荒
井

清
明

(弘
前
中
央
高
校
)
安
野

石
戸
谷
正
司

(弘
前
中
央
高
校
)
稲
妻

大
川

哲
夫

(木
造
高
校
)

工
藤

里
滝
十
二
郎

(弘
前
中
央
高
校
)
小
館

佐
藤

仁

(
弘
前
南
高
校
)

斎
藤

篠
村

正
雄

(板
柳
高
校
)

千
葉

月
足

正
朗

(付
属
中
学
校
)

沼
田

村
越

潔

へ教
育
学
部
)

真
幸

(教
養
部
)

克
夫

(浪
岡
高
校
)

守
夫

(弘
前
第
三
中
学
校
)

衰
三

(
弘
前
実
業
高
校
)

春
彦

(付
属
中
学
校
)

良

一

(金
木
南
中
学
校
)

哲

(人
文
学
部
)

監

事

蝦

名

庸

1

(
青
森
西
高
校
)

橋
本

正
信

(
三
戸
高
校
)
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大
会
終
了
後
､
委
員

･
監
事
が
会
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
､
本
会
の
役
員
は
次
の
通

り
と
な

っ
た
｡

厭

間

宮
崎

道
生

(
岡
山
大
学
)

会

長

虎

尾

俊
哉

(教
育
学
部
)

副
会
長

羽
賀
輿
七
郎

(
元
教
養
部
)

藤

野

道
生

(人
文
学
部
)


